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 要 旨   

 

目的： 

東アジア諸国において多量飲酒は公衆衛生上重要な課題である。本研究では、飲酒暴露におけ

る 2型糖尿病とHECTD4遺伝子多型の関連を検討した。 

 

方法： 

韓国のコホート研究（KoGES-HEXA 5 万人と Ansan,Ansung 研究 8000人）においてゲノム

ワイド関連研究を行った。 

 

結果： 

HECTD4 遺伝子における 4 つの SNP が飲酒量と関連していた。これらの SNP で変異型アレ

ルを持つ人は野生型アレルの人より空腹時血糖、中性脂肪、GGTが低かった。多変量ロジステ

ィック回帰では、飲酒者において HECTD4 遺伝子多型が 2 型糖尿病リスク上昇と有意に関連

した。実験では、エタノールは細胞におけるHECTD4発現を増加させた。 

 

結論： 

韓国でのゲノムワイド関連研究において、飲酒者における糖尿病リスクは HECTD4 遺伝子多

型と関連した。 

 
 
 


